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古
同
巾
山
土
寸
奴
に
共
鳳

rド
に
ぃ
七
竹
ナ
リ

c
衷
甘
文

0mII
点

0
キ
ー
ワ
ー
ド
・
・
高
山
寺
・
鎌
倉
時
代
・
表
白
文
・
訓
点
・
完
全
附
訓

漢
字
・
部
分
附
訓
漢
字
・
対
句
の
訓
法

一
、
は
じ
め
に

表
白
は
、
諸
法
会
・
修
法
・
灌
頂
な
ど
に
当
た
っ
て
、
勧
請
の
本
尊
聖

衆
の
宝
前
に
お
い
て
導
師
又
は
表
白
師
が
通
例
開
白
の
座
で
そ
の
法
事
の

趣
旨
を
表
啓
告
白
す
る
行
為
で
あ
り
、
そ
の
際
に
宜
読
さ
れ
る
文
章
が
表

白

文

で

あ

る

。

‘

表
白
文
は
、
『
本
朝
文
粋
』
な
ど
を
始
め
、
古
来
漉
函
苓
盆
否
迄
医
文
学

の
一
体
と
し
て
そ
の
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
仏
教
鏃
式
の
湯

に
於
い
て
用
い
ら
れ
る
と
い
う
性
格
か
ら
、
そ
れ
ま
で
儒
者
が
専
ら
製
作

に
当
た
っ
て
い
た
も
の
が
、
院
政
期
こ
ろ
よ
り
僧
侶
達
も
作
成
す
る
よ
う

に
な
る
（
注
1
)
。
こ
の
僧
侶
達
の
作
成
し
た
表
白
文
に
つ
い
て
は
、
旧

稿
に
於
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
り
（
注
2
)
、
そ
こ
で
は
、
主
と
し
て
、

対
句
表
現
や
助
字
の
用
い
ら
れ
方
な
ど
の
観
点
か
ら
そ
の
文
体
に
つ
い
て

考
察
し
た
。

鎌
倉
時
代
以
降
の
表
白
文
に
は
、
訓
点
を
有
す
る
も
の
が
多
数
伝
存
し

て
い
る
。
近
時
、
漢
籍
や
佛
書
の
そ
れ
に
比
し
て
著
し
く
遅
れ
て
い
た
日

本
漢
文
の
訓
法
の
研
究
が
、
よ
う
や
く
本
格
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
（
注

3
)
。

表
白
文
は
、
対
句
表
現
を
基
調
と
す
る
絣
罷
文
で
あ
り
な
が
ら
、
仏
教

的
色
彩
を
帯
び
、
か
か
る
性
格
を
有
す
る
文
献
の
訓
法
に
は
興
味
深
い
も

の
が
あ
る
。
こ
の
訓
点
の
性
格
の
全
体
像
を
解
明
す
る
に
は
、
文
献
資
料

の
発
掘
自
体
立
ち
遅
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
困
難
な
と
こ
ろ

が
多
い
け
れ
ど
も
、
幸
い
、
京
都
・
高
山
寺
の
経
蔵
に
伝
存
す
る
鎌
倉
時

代
の
表
白
文
を
調
査
す
る
機
を
得
た
の
で
、
こ
れ
を
基
に
訓
点
に
つ
い
て

い
さ
さ
か
の
考
察
を
加
え
、
そ
の
特
徴
に
迫
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

高
山
寺
経
蔵
に
伝
存
す
る
表
白
文
の
中
で
、
加
点
さ
れ
た
文
献
は
、
主

と
し
て
鎌
倉
時
代
以
降
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

峰
岸
明
博
士
の
調
査
に
拠
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
、

一
、
句
読
点
四
、
附
属
語
の
加
点

二
、
返
点
五
、
漢
字
に
対
す
る
部
分
附
訓
・
完
全
附
訓

―
―
-
、
連
続
符

に
類
別
さ
れ
る
（
注
4
)
。
こ
の
他
、
声
点
や
節
博
士
を
附
し
た
も
の
が

二
、
高
山
寺
経
蔵
の
鎌
倉
時
代
書
写
表
白
文
の
加
点
資
料

爪

性

格

に

つ

い

て

る
鎌
倉
時
代
書
写

巾

山

本

盲

六

五

ロ
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存
し
、
又
、
四
・
五
は
、
い
ず
れ
も
仮
名
に
よ
る
加
点
の
よ
う
で
あ
り
、

ヲ
コ
ト
点
の
使
用
は
認
め
が
た
い
（
注
5
)
。

但
し
、
右
の
こ
と
は
、
「
ー
表
白
」
の
題
を
有
す
る
、
表
白
文
単
独
で

収
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
り
、
漢
詩
文
集
や
作
法
・
次
第

書
の
中
に
収
録
さ
れ
た
表
白
文
に
つ
い
て
は
尚
調
査
し
て
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
。
例
え
ば
、
久
遠
寺
蔵
の
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
十
三
所
収
の
表
白

文
「
村
上
天
皇
御
筆
法
華
経
供
養
講
説
日
問
者
表
白
文
」
は
、
清
原
教
隆

に
よ
る
第
五
群
点
・
経
伝
の
ヲ
コ
ト
点
を
用
い
て
加
点
し
て
あ
り
、
又
、

時
代
は
下
る
が
、
随
心
院
蔵
『
覚
禅
抄
』
の
「
仁
王
経
十
九
」
（
第
十
函

23
号
）
に
収
め
ら
れ
る
表
白
文
は
、
室
町
時
代
延
徳
頃
と
見
ら
れ
る
第
三

群
点
・
東
大
寺
点
の
加
点
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
漢
詩
文
集
・
作
法
次
第
に
収
め
ら
れ
る
表
白
文
に
は
、

ヲ
コ
ト
点
の
用
い
ら
れ
た
事
実
が
ま
ま
存
す
る
け
れ
ど
も
、
法
会
の
場
に
・

所
持
し
て
宣
読
さ
れ
た
文
献
の
湯
合
に
は
、
専
ら
仮
名
に
よ
っ
て
い
た
も

の
の
よ
う
に
判
ぜ
ら
れ
る
。

高
山
寺
に
収
蔵
せ
ら
れ
た
鎌
倉
時
代
書
写
の
表
白
文
の
中
で
、
訓
点
の

存
す
る
文
献
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

※

S
は
、
『
高
山
寺
古
典
籍
纂
集
』
に
収
録
の
も
の

1
、
護
摩
表
白
机
行

S
A
四
ー
一
七
ニ
ー
4
[
6
]
>

一
通

〇
鎌
倉
初
期
写
、
折
紙
、
墨
点
（
仮
名
・
合
符
・
返
点
、
鎌
倉
初
期
）

2
、
始
佛
表
白

A
四
ー
五
三
ー
32
•• 
V

一
通

〇
鎌
倉
初
期
写
、
折
紙
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
、
墨
点
（
仮
名
・
返
点

、
鎌
倉
初
期
）
、
紙
背
消
息
ア
リ

3
、
鎮
壇
表
白

s^
四
ー
八
七
ー

7
3
>

〇
鎌
倉
初
期
写
、
綴
葉
装
、
墨
点
（
仮
名
、
鎌
倉
初
期
）

4
、
（
小
嶋
流
阿
弥
陀
秘
口
伝
等
）
（
「
表
白
」
裏
書
）
＾
四
ー
一

0
0

一
巻

ー

3
>

〇
鎌
倉
初
期
写
、
巻
子
本
、
片
仮
名
交
リ
文
ヲ
含
ム
、
墨
点
（
仮
名
、

鎌
倉
初
期
）
、
紙
継
目
紙
背
二
花
押
ア
リ

5

、
北
斗
供
表
白

S
A
四
—

1
0
五
ー
7
>

一
通

〇
鎌
倉
初
期
写
、
切
紙
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
、
墨
点
（
仮
名
・
声
点

・
合
符
・
返
点
、
鎌
倉
初
期
）

6
、
不
動
略
鎮
表
白

s^
四
ー
ー
ニ
四
ー
9
[
9
]

一
通

〇
鎌
倉
初
期
写
、
折
紙
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
、
朱
点
（
合
符
・
返
点

句
切
、
鎌
倉
初
期
）

7
、
始
佛
表
白
＾
四
ー
ー
ニ
四
ー
1
1
[
7
]
＞

一

通

〇
鎌
倉
中
期
写
、
折
紙
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
、
墨
点
（
仮
名
・
返
点

、
鎌
倉
中
期
）

8
、
護
摩
表
白

s^
四
ー
一
五
四
ー

5
1
>

一
巻

〇
鎌
倉
中
期
写
、
巻
子
本
、
尾
欠
、
「
高
山
寺
」
朱
印
、
墨
点
（
仮
名

、
鎌
倉
中
期
）

9
、
十
八
道
表
白

s^
四
ー
一
五
七
ー
2
9
[
1
]
＞

一

通

〇
鎌
倉
中
期
写
、
折
紙
、
墨
点
（
仮
名
、
鎌
倉
中
期
）

1
0、
鎮
壇
表
白
A
四
ー
ー
一
三
—
4
4
[
1
]
>

一
通

〇
鎌
倉
中
期
写
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
、
墨
点
（
仮
名
、
鎌
倉
中
期
）

11
、
鎮
壇
表
白

A
四
ー
―
一
三
ー
4
4
[
2
]
>

一
通

一
通
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〇
鎌
倉
中
期
写
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
、
墨
点
（
仮
名
、
鎌
倉
中
期
）

12
、
初
夜
表
白

S
A
四
ー
一
七
三
ー
4
[
1
0
]
>

ー
通

〇
鎌
倉
中
期
写
、
折
紙
、
「
高
山
寺
」
朱
印
、
朱
点
（
仮
名
・
句
切
、

鎌
倉
中
期
）

13
、
建
長
元
年
五
月
十
二
日
於
善
妙
寺
松
原
殿
御
房
行
略
鎮
法
之
時
表
白

S
A
四
ー
九
七

1
8
2
>

一
通

〇
鎌
倉
中
期
写
、
折
紙
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
、
墨
点
（
仮
名
、
鎌
倉

中
期
）

14
、
表
白

S
A
四
ー
一
五
六
ー
1
0
[
2
9
]
>

一
通

〇
鎌
倉
中
期
写
、
断
簡
、
墨
点
（
仮
名
・
返
点
、
鎌
倉
中
期
）

15
、
星
供
表
白
（
端
裏
外
題
）

S
A
ニ
ー
332>

一
巻

〇
鎌
倉
時
代
元
応
二
年
写
、
仁
弁
筆
、
巻
子
本
（
小
本
）
、
墨
点
（
仮

名
・
声
点
・
返
点
、
元
応
二
年
）
、
表
紙
新
補

16
、
北
斗
供
表
白

A
四
ー
九
七
ー

3
3
>

一
通

〇
鎌
倉
後
期
写
、
切
紙
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
、
墨
点
（
仮
名
、
鎌
倉

後
期
）

17
、
表
白

S
A
四
ー
一
五
六
ー

6
[
7
0
]
>

断
簡
一
葉

〇
鎌
倉
後
期
写
、
折
本
装
枡
型
、
首
尾
欠
、
墨
節
博
士
（
鎌
倉
後
期
）

18
、
略
鎮
法
表
白

A
四
ー
一
五
七
ー
2
9
[
2
9
]
＞

一

通

〇
鎌
倉
後
期
写
、
仁
助
筆
、
折
紙
、
墨
点
（
仮
名
、
鎌
倉
後
期
）

19
、
北
斗
供
表
白

A
四
ー
一
七
ニ
ー
7
[
1
4
]
>

一
通

〇
鎌
倉
後
期
写
、
続
紙
、
天
地
墨
界
、
墨
点
（
仮
名
・
声
点
、
鎌
倉
後

期
）

20
、
表
白

A
四
ー
八
0
ー
108>

〇
鎌
倉
末
期
写
、
折
紙
、
墨
点
（
仮
名
、
鎌
倉
末
期
）

21
、
表
白

A
四
ー
一
三
九
ー

3
4
>

A
「
両
界
供
養
表
白
」
、

B
「
御
影
供
養
表
白
」

〇
鎌
倉
末
期
写
、
袋
綴
装
横
長
本
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
、
墨
点
（
仮

名
・
返
点
、
鎌
倉
末
期
）

右
の
他
に
、
鎌
倉
時
代
以
前
の
表
白
文
で
あ
る
、

（
護
摩
表
白
）

S

A
四
ー
一
八
ニ
ー

2
>

一
帖

0
平
安
時
代
天
喜
六
年
写
、
綴
葉
装
枡
型
、
「
高
山
寺
」
朱
印
、
押
界

、
墨
点
（
仮
名
、
平
安
後
期
）

の
一
点
が
存
す
る
が
、
墨
点
仮
名
は
、
次
の
一
箇
所
に
し
か
確
認
さ
れ
な

ヽ゚
＇ 

三
、
訓
点
の
性
格

こ
の
項
で
は
、
前
掲
二
十
一
篇
の
表
白
文
の
加
点
資
料
を
対
象
と
し
て

そ
の
訓
点
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
べ
く
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

高
山
寺
経
蔵
の
、
こ
の
二
十
一
篇
の
訓
点
に
つ
い
て
見
渡
し
た
場
合
、

あ
ら
か
じ
め
重
要
と
思
し
き
問
題
点
を
掲
げ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

(
1
)
表
白
文
に
お
け
る
訓
点
の
伝
承

(
2
)
漢
字
に
対
す
る
附
訓
の
状
況

サ
イ
モ
ヽ
ノ

〇
脈
腋
肉

(
3
ウ
6
)

一
冊

一
通
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ー
完
全
附
訓
漢
字
と
部
分
附
訓
漢
字
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
ー

(
3
)
対
句
の
訓
法

(
4
)漢
籍
•
仏
書
・
和
化
漢
文
と
い
っ
た
表
現
内
容
・
文
体
の
相
達

に
基
づ
く
訓
法
の
差
異
と
表
白
文
の
訓
法
と
の
関
係

以
下
、
主
と
し
て
右
の
四
点
に
つ
い
て
、
順
次
検
討
を
す
す
め
る
。

(
1
)
表
白
文
に
お
け
る
訓
点
の
伝
承

峰
岸
明
博
士
・
金
水
敏
氏
の
指
摘
に
な
っ
た
よ
う
に
（
注
6
)
、
鎌
倉

時
代
に
な
る
と
、
既
存
の
文
例
の
改
作
・
襲
用
と
い
う
こ
と
が
盛
ん
に
行

な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
湯
合
、
そ
こ
に
加
え
ら
れ
た
訓
点
は
ど
の

よ
う
に
継
承
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
浮
上
す
る
。

こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
二
十
一
篇
に
つ
い
て
見
た
場
合
、

5
、
北
斗
供
表
白
A
四
ー
一

0
五
ー

7
>
鎌
倉
初
期
写

16
、
北
斗
供
表
白
A
四
ー
九
七
ー

3
3
>
鎌
倉
後
期
写

19
、
北
斗
供
表
白
A
四
ー
一
七
ニ
ー
7
[
1
4
]
＞
鎌
倉
後
期
写
、
尾
欠

の
三
篇
と
、

6
、
不
動
略
鎮
表
白
A
四
ー
―
二
四
ー
9
[
9
]
＞
鎌
倉
初
期
写

13
、
建
長
元
年
五
月
十
二
日
於
善
妙
寺
松
原
殿
御
房
行
略
鎮
法
之
時
表

白
A
四
ー
九
七
ー

8
2
>
鎌
倉
中
期
写

18
、
略
鎮
法
表
白
A
四
ー
一
五
七
ー
2
9
[
2
9
]
＞
鎌
倉
後
期
写

の
三
篇
が
、
鎌
倉
時
代
の
初
期
・
中
期
・
後
期
と
時
期
を
異
に
し
て
書
写

さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
「
北
斗
供
表
白
」
の
三
篇
に
つ
い
て
、
冒
頭
部
を
抄
出
し
て
み

字
音
注
・
声
点
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
「
仰
宗
人
」
、
「
雲
（
平
）
霧
（

平
）
」
な
ど
三
篇
共
通
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
誤
読
と
考
え
ら
れ
る
「
万

邦
」
ま
で
も
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
篇
の
施
訓
の
中
で
一

致
し
な
い
の
は
、
「
瑕
齢
」
に
つ
い
て
の
声
点
の
み
で
あ
っ
て
、

1
6
.
1
9

に
付
し
て
あ
る
「
遅
」
字
ー
上
声
、
「
齢
」
字
ー
平
声
の
点
が

5
に
は
認

め
ら
れ
な
い
。 ヲ

宿
之
擁
護
＿

レ

ハ

ケ

ヲ

ク

ヲ

モ

ノ

カ

ス

セ

ヲ

ラ

ム

ア

フ

カ

19
「
夫
以
受
生
於
人
倫
招
形
於
二
儀
＿
．
者
誰
不
信
北
極
之
威
「
力
不
仰
星

ヲ

宿
之
擁
護

レ

ハ

ケ

ヲ

ク

ヲ

ー

ー

モ

ノ

カ

ス

セ

ヲ

ラ

ム

ア

フ

カ

16
「
夫
以
受
生
於
人
倫
招
形
於
二
鏃
・
者
誰
不
信
北
極
之
威
「
力
不
仰
星

ヲ

宿
之
擁
護

レ

ハ

ケ

ヲ

ク

ヲ

モ

ノ

カ

ス

セ

ヲ

ラ

ム

ア

フ

カ

5
「
夫
以
受
生
於
人
倫
招
形
於
二
儀
・
者
誰
不
信
北
極
之
威
「
力
不
仰
星

る
と
次
の
よ
う
で
あ
り
、
返
点
の
有
無
に
小
異
の
存
す
る
も
の
の
附
属
語

の
加
点
、
漢
字
に
対
す
る
施
訓
が
悉
く
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

-A: ― 



ヒ

ト

ヒ

ト

シ

リ

ゾ

ケ

ム

ノ

ヲ

云
南
云
北
却
元
量
之
災
変
」
と
な
っ
て
お
り
、
テ
ニ
ヲ
ハ
の
加
点
等
に
小

異
が
存
す
る
ほ
か
、
鎌
倉
初
期

(
6
)
・
中
期

(13)
で
は
、
こ
の
「
却
」

字
に
「
シ
リ
ソ
ケ
ム
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
時
代
の
状
況
を
反
映
し
て
、

鎌
倉
後
期

(18)
で
は
「
シ
リ
ソ
ケ
ン
」
と
あ
る
。
同
じ
く
、

6
.
1
3
で

は
、
「
飽
」
字
に
「
ュ
タ
カ
ナ
ラ
ム
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、

18
で
は
「

ュ
タ
カ
ナ
ラ
ン
」
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
前
代
の
表
白
文
を
改
作
・
襲
用
す
る
に
際
し
て
、
基
本

的
に
は
、
そ
の
訓
点
ま
で
も
継
承
し
て
い
る
ふ
し
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ

る。
右
の
他
、

20
表
白
＾
四
ー
八
0
ー
08.V

ノ

ヲ
之
災
変
」

(
6
)
に
つ
い
て
、

13
で
は
、

鎌
倉
末
期
写
は
、

「
佛
（
入

マ

ネ

キ

ノ

ヲ

「
自
東
自
西
招
万
年
之
福
祐

「
略
鎮
法
表
白
」
の
三
篇
に
つ
い
て
は
、

13.18
は
全
文
同
文
で
あ
る

が、

6
は
冒
頭
・
末
尾
は
一
致
す
る
も
の
の
本
文
そ
の
も
の
に
若
干
の
異

同
が
あ
り
、
恐
ら
く
13.18
は
、
こ
の
6
を
改
作
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と

さ
れ
る
（
注
7
)
。

本
文
の
一
致
す
る
箇
所
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
そ
の
加
点
箇
所
は
す

ヨ

ク

テ

キ

ニ

ク

ニ

ー

ー

べ
て
一
致
し
て
お
り
、
「
世
漸
及
溌
季
國
更
恐
過
悪
」
を
始
め
、
附
属

語
の
加
点
は
本
自
、
完
全
附
訓
・
部
分
附
訓
の
状
況
ま
で
一
致
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
但
し
、

リ

マ

ネ

キ

ノ

ヲ

ヒ

ヒ

ト

シ

リ

ソ

ケ

ム

「
自
東
自
西
招
万
ー
年
之
福
祐
云
南
云
北
却
元
量

濁
）
眼
（
平
濁
）
」
「
所
（
平
）
照
（
去
）
」
「
性
（
平
）
徳
（
入
濁
）
」

等
、
多
く
の
字
音
読
み
の
語
に
声
点
を
付
す
態
度
が
認
め
ら
れ
、
二
十
一

篇
中
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。
こ
の
表
白
文
は
、
末
尾
に
「
此
表
白
者
北
院

御
室
御
製
作
云
々
」
と
あ
っ
て
、
第
六
代
仁
和
寺
御
室
・
守
覚
法
親
王

の
作
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
文
章
中
に
も
「
傭
十
八
道
之
印
明
」

と
あ
る
よ
う
に
十
八
道
法
に
関
す
る
表
白
文
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
こ
の

表
白
文
の
、
恐
ら
く
原
本
と
考
え
ら
れ
る
文
献
が
、
現
在
仁
和
寺
に
蔵
さ

れ
て
お
り
（
霊
五
七
函
）
、
伝
守
覚
筆
と
す
る
鎌
倉
時
代
初
期
の
書
写
と

見
倣
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
注
8
)
。
仁
和
寺
蔵
の
「
十
八
道
初
行
表
白
」

と
外
題
さ
れ
る
こ
の
文
献
の
本
文
は
、
高
山
寺
蔵
の
そ
れ
と
概
ね
一
致
し
、

声
点
ま
で
も
悉
く
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
他
の
経
蔵

に
伝
存
す
る
文
献
と
の
関
係
を
も
追
求
す
る
こ
と
で
、
御
室
の
宜
読
が
伝

承
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
を
垣
間
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
か
よ
う
に
伝
承
さ
れ
る
に
至
る
加
点
の
原
理
と
は
、
一
体

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
次
に
は
、
漢
字
に
対
す
る
完
全
附
訓
・

部
分
附
訓
の
様
相
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
見
通
し
を
立
て
て
み
た
い
。

(
2
)
漢
字
に
対
す
る
附
訓
の
状
況

ー
完
全
附
訓
漢
字
と
部
分
附
訓
漢
字
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
ー

峰
岸
明
博
士
は
、
本
経
蔵
の
表
白
文
の
一
を
取
上
げ
、
漢
文
本
文
の
漢

字
に
つ
い
て
、
そ
の
訓
の
全
音
節
が
示
さ
れ
て
い
る
場
合
（
完
全
附
訓
）

と
、
捨
て
仮
名
や
送
り
仮
名
等
の
一
部
分
の
み
が
示
さ
れ
て
い
る
場
合
（

ー 5―



部
分
附
訓
）
と
が
あ
っ
て
、
部
分
附
訓
の
漢
字
は
、
日
常
常
用
の
漢
字
群

で
あ
っ
て
、
完
全
附
訓
漢
字
は
、
そ
の
枠
外
に
あ
る
漢
字
群
で
あ
る
こ
と

を
報
告
さ
れ
た
（
注
9
)
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
を
承
け
て
二
十
一
篇
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
漢
字
と

訓
と
の
関
係
を
調
査
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

ま
ず
、
完
全
附
訓
漢
字
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
て
、
品
詞
ご
と
に
類
別

し
て
示
す
。
附
訓
は
、
代
表
例
一
例
の
み
を
掲
げ
、
各
用
例
の
下
に
所
在

と
し
て
前
掲
の
表
白
文
の
番
号
を
示
す
。
（
）
の
数
字
は
、
三
巻
本
色

葉
字
類
抄
に
お
い
て
、
同
一
の
訓
の
下
に
配
列
さ
れ
て
い
る
漢
字
の
数
、

そ
の
上
の
[
]
の
数
字
は
、
右
の
漢
字
配
列
に
お
け
る
当
該
漢
字
の
掲

出
順
位
、
＊
の
あ
る
も
の
は
合
点
の
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
又
、

K
は
、
そ
れ
が
黒
川
本
に
拠
る
こ
と
を
示
す
。

（
名
詞
の
類
）

脚
「
ア
シ
」

2
1
B
ー

[
2
]

（
4
)
、
今
「
イ
マ
」

8
ー

[
1
]

（
4
)
、

影
「
カ
ケ
」

14
ー

[
1
]
（
1
)
、
鎖
「
ク
サ
リ
」

2
1
A
ー

[
5
]

（
5
)

K
、
口
學
「
ク
チ
マ
ネ
」

8
、
國
「
ク
ニ
」

6
.
1
3
.
1
8
ー

[
1
]

（
4
)

K
、
明
「
ミ
ア
カ
シ
」

14
ー
（
「
オ
ホ
ミ
ア
カ
シ
」
デ
掲
出
）
、
者
「
モ

ノ」

5
.
1
3
.
1
6
.
1
9
.
2
1
B
ー

[
2
]

（
4
)
、
世
「
ヨ
」

6
.
1
3
.

18
ー

[
1
]
（
3
)
、
撼
「
ヨ
ト
コ
ロ
」

5
.
1
6
.
1
9
、
斧
「
ヲ
ノ
」

7

ー

[
1
]

（

2
)
K
、

（
動
詞
の
類
）

値
「
ア
ヒ
」

2
1
A
ー

[
5
*
]
（
46)
、
仰
「
ア
フ
カ
」

5
.
9
.
1
6
.

19
ー

[
1
*
]

（
10)
、
射
「
イ
」

2
1
B
ー

[
1
*
]

（
3
)
、
祈
「
イ

ノ
ル
」

5
.
1
6
.
1
9
_
[
1
*
]
（
10)
、
入
「
イ
ラ
」

6
.
1
3
.
1
8
ー

[
1
*
]

（
21)
、
敬
「
ウ
ヤ
マ
テ
」

17
ー

[
1
]

（
3
)
K
、
得
「
エ
」

8
.
2
1
B
.
2
1
B
ー

[
1
]

（
4
)
K
、
獲
「
エ
」

20
ー

[
2
]

（
4
)

K
、
飾
「
カ
サ
ル
」

1
ー

[
1
*
]

（
14)
、
狩
「
力
（
テ
）
」

2
1
B
ー

[
1
*
]

（
14)
、
粉
「
ク
タ
キ
」

2
1
B
ー

(
2
5
)
K
、
消
「
ケ
シ
」

18

ー

[
1
]

（
5
)
K
、
刊
「
ケ
ッ
リ
」

6
.
1
3
.
1
8
ー

[
2
]

（
2
0
)
K
、

却
「
シ
リ
ソ
ケ
（
ム
）
」

6

．1
3
.
1
8
ー

[
2
]

（
17)
、
為
「
ス
」

21

B
.
2
1
B
.
2
1
B
.
2
1
B
ー

[
4
*
]
（
5
)
、
捨
「
ス
テ
」

2
1
B
ー

[

1
]

（
44)
、
添
「
ソ
ヘ
」

2
1
B
ー

[
1
]

（
1
5
)
K
、
乖
「
ソ
ム
キ
テ
」

20
ー

[
1
]
（
2
)
K
、
垂
「
タ
レ
（
タ
マ
ヘ
）
」

10
ー

[
1
]

（
16)

K
、
付
「
ツ
ク
」

5
.
1
6
.
1
9
ー

[
1
]

（
5
4
)
K
、
盤
「
ツ
キ
」

1
ー

一

[
1
]

（
6
1
)
K
、
衝
「
ッ
ク
」

2
1
B
ー

[
6
]

（
3
1
)
K
、
慎
「
ツ
、

6

シ
ム
」

1
3
.
1
8
ー

[
5
]
（
5
6
)
K
、
熾
「
テ
ラ
シ
テ
」

2
1
Bー

x
(
1
2
)

一

、
共
「
ト
モ
ニ
シ
テ
」

14
ー

[
1
*
]
（
5
)
、
榔
「
ナ
ク
」

2
1
B
ー

[

2
]

（
1
0
)
K
、
成
「
ナ
リ
」

2
1
A
.
B
ー

[
1
]

（
2
7
)
K
、
臨
「
ノ

ソ
マ
ハ
」

6
.
1
3
.
1
8
ー

[
2
]

（
1
5
)
K
、
始
「
ハ
シ
メ
」

2
.
4
ー

[
1
]

（
45)
、
引
「
ヒ
イ
テ
」

2
1
A
ー

[
1
*
]

（
42)
、
増
「
マ
ス
」

14
ー

[
1
]
（
2
9
)
K
、
招
「
マ
ネ
キ
」

6
.
1
3
.
1
8
|
[
3
]
（
5
)

K
、
焼
「
ヤ
キ
」

6
.
1
3
.
1
8
ー

[
1
]

（
1
8
)
K
、
育
「
ヤ
シ
ナ
フ
」

2
1
B
ー

[
3
]
（
3
0
)
K
、
忘
「
ワ
ス
ル
」

2
1
B
ー

[
1
]
（
17)
、
了

「
オ
ハ
リ
キ
」

2
1
A
|
[
1
*
]
（
20)
、
折
「
ヲ
リ
」

2
1
Bー

[
1
]

(
5
)
K
 

（
形
容
動
詞
の
類
）



次
に
、
同
様
の
調
査
を
し
て
、
部
分
附
訓
漢
字
を
掲
げ
る
。

（
名
詞
の
類
）

皇
哉
「
オ
ホ
イ
ナ
ル
カ
ナ
」

20
ー

[18]
（
7
7
)
K
、
峻
「
ス
ル
ト
ニ
シ

テ」

2
1
B
ー
x
(
7
)
、
飽
「
ユ
タ
カ
ナ
ラ
ム
」

6
.
1
3
.
1
8
1
X
(
2
2

「
ユ
タ
カ
ニ
」
）
、

（
副
詞
・
接
続
詞
の
類
）

強
「
ア
ナ
カ
チ
ニ
」

8
ー

[
1
]

（
3
)
、
剰
「
ア
マ
サ
ヘ
」

1
、
預
「

ア
ラ
カ
シ
メ
」

20
ー

[
1
*
]
（
6
)
、
是
以
「
コ
ヽ
ヲ
モ
テ
」

4
、
殊

「
コ
ト
ム
（
右
ン
）
ハ
」

17
ー

[
2
*
]
（
「
コ
ト
ニ
」

11)
、
既
而
「

ス
テ
ニ
シ
テ
」

8
ー

[
1
*
]
（
「
ス
テ
ニ
」

4
)
、
嘗
初
「
ソ
ノ
カ
ミ

二」

2
1
A
ー

[
1
]
（
1
)
K
、
夫
惟
「
ソ
レ
ヲ
モ
ヒ
ミ
レ
ハ
」

4
、
夫

以
「
ソ
レ
オ
モ
ン
ミ
レ
ハ
」

8
.
1
0
.
1
1
、
唯
「
タ
ヽ
」

9
.
1
0
ー

[
5
]

(
1
5
)
K
、
猶
「
ナ
ヲ
シ
」

2
ー

[
1
]

（
「
ナ
ホ
」

1
1
)
K
、
井
「
ナ

ラ
ヒ
ニ
」

1
7
.
2
0
_
[
1
1
]

（
「
ナ
ラ
フ
」

2
7
)
K
、
遥
「
ハ
ル
カ
ニ
」

1
3
.
1
8
_
[
1
*
]
（
39)
、
潜
「
ヒ
ソ
カ
ニ
」

20
ー

[
4
*
]
（
16)
、

（
助
辞
の
類
）

哉
「
カ
ナ
」

2
1
B
ー

[
1
]
（
2
)
、
令
「
シ
ム
」

2
ー

[
1
*
]
（
8
)

、
不
「
ス
」
ー

[
2
*
]
（
3
)
、
為
「
タ
ル
」

10.11
ー

[
1
]
（
3
)

K
、
也
「
ナ
リ
」

1
3
.
1
3
.
1
3
ー

[
1
]
（
4
)
K
、
可
「
ヘ
キ
」

6
.

6
.
8
.
1
3
.
1
3
.
1
8
.
1
8
ー

[
1
*
]
（
11)
、
哉
「
ヤ
」

5
ー

[
3
]

(
5
)
K
、

間
「
（
ア
ヒ
）
夕
」

2
1
A
ー

[
1
]

（
9
)
、
頂
「
（
イ
タ
、
）
キ
」

21

ー

[
1
]
（
3
)
、
疑
「
（
ウ
タ
カ
）
ヒ
」

5
.
1
6
ー

[
1
]
（
1
4
)
K
、

形
「
（
カ
タ
）
チ
」

2
1
A
ー

[
1
*
]
（
33)
、
情
「
（
コ
ヽ
）
口
」

21

B
ー

[
3
]
（
3
)
、
之
「
（
コ
）
レ
」

13
ー

[
8
]
（
20)
、
是
「
（

コ
）
レ
」

1
3
.
2
1
B
ー

[
1
*
]
（
20)

、
為
「
（
夕
）
メ
ニ
」

2
1
A
.

ー

[
1
]

（
2
)
K
、
力
「
（
チ
カ
）
ラ
」

1
3
.
1
8
ー

[
1
]
（
8
)
、

罪
「
（
ツ
）
ミ
」

2
1
A
_
[
1
]
（
1
9
)
K
、
所
「
（
ト
コ
）
口
」

4
ー

[
2
]

（
3
)
、
者
「
（
モ
）

j

」
5
|
[
2
]

（
4
)
、

（
動
詞
の
類
）

与
「
（
ア
タ
）
へ
」

2
1
B
.
2
1
B
ー

[
2
*
]
（
26)
、
嘗
「
（
ア
タ
）

＿
 

ル」

15
ー

[
1
*
]
（
40)
、
値
「
（
ア
）
ヒ
」

2
1
A
ー

[
5
*
]

（
46)

、
仰
「
（
ア
フ
）
ク
」

5
.
1
6
.
1
9
.
2
1
A
ー

[
1
*
]
（
10)
、
争
「

一

（
ア
ラ
ソ
）
ハ
ム
」

16
ー

[
1
*
]

（
10)
、
非
「
（
ア
ラ
）
ス
」

8

.

7

18
ー

[
1
*
]
（
4
)
、
表
「
（
ア
ラ
ハ
）
シ
」

1
3
.
1
8
ー

[
8
*
]
（

45)
、
現
「
（
ア
ラ
ハ
）
ス
」

6
ー

[
5
]

（
45)
、
改
「
（
ア
ラ
タ
）

メ
テ
」

5
.
1
6
.
1
9
ー

[
1
*
]
（
12)
、
有
「
（
ア
）
リ
」

2
.
5
.

5
.
5
.
1
6
.
1
6
.
1
6
.
1
9
.
2
1
A
.
2
1
Bー

[
1
*
]

（

8
)
、
忽
「

（
イ
ソ
）
ク
」

2
1
A
ー

[
1
*
]
（
5
)
、
致
「
（
イ
タ
）
ス
」

6
.
1
0

ー

[
3
*
]
（
「
イ
タ
ル
」
ノ
項
、
「
致
」
字
二
「
又
イ
タ
ス
」
ト
ア
リ
、

85)
、
懐
「
（
イ
タ
）
ケ
リ
」

2
1
B
ー

[
1
*
]
（
6
)
、
出
「
（
イ
タ
）

シ
テ
」

3
ー

[
1
*
]
（
2
)
、
至
「
（
イ
タ
）
ル
」

2
1
B
ー

[
1
*
]

(85)
、
祈
「
（
イ
ノ
）
ル
」

6
.
1
5
.
1
8
.
1
8
ー

[
1
*
]

（
10)
、

云
「
（
イ
）
ヒ
」

6
.
1
3
.
1
3
ー

[
6
*
]
（
7
)
、
受
「
（
ウ
）
ケ
」



5
.
8
.
1
5
.
1
6
.
1
9
.
2
1
Aー

[
1
]
（
30)
、
疑
「
（
ウ
タ
カ
）
ハ

ム」

2
|
[
1
]

（
1
4
)
K
、
生
「
（
ウ
マ
）
レ
」

2
1
Aー

[
1
]

（
3
)

K
、
揮
「
（
エ
ラ
）
ム
テ
」

4
.
2
0ー

[
3
*
]
（
27)
、
稜
「
（
オ
コ
）

シ」

2
_
[
1
]

（
1
7
)
K
、
恐
「
（
オ
ソ
）
ル
」

6
.
9
.
1
3
.
1
8ー

[
2
]
（
5
1
)
K
、
訪
「
（
オ
ト
ナ
）
ヘ
ハ
」

13ー

X
(
1
)
、
蒙
「
（

カ
ウ
フ
）
リ
」

6
.
1
5ー

[
1
*
]

（
16)
、
曜
「
（
カ
ヽ
ヤ
）
キ
」

21

B
ー

[
3
*
]
（
13)
、
隠
「
（
カ
ク
）
シ
」

6
ー

[
1
*
]

（
61)
、

顧
「
（
カ
ヘ
リ
）
ミ
ル
」

1
3
.
1
8ー

[
1
*
]
（
15)
、
極
「
（
キ
ハ
）

ム」

2
1
B
|
[
1
*
]

（
33)
、
描
「
（
ク
タ
）
キ
」

2
1
Aー

[
1
]
（

2
5
)
K
、
企
「
（
ク
ハ
）
タ
テ
ヽ
」

20ー

[
1
]
（
4
)
K
、
加
「
（
ク

ハ
）
ヘ
テ
」

2
1
A
.
Bー

[
1
]
（
1
2
)
K
、
汲
「
（
ク
）
ム
」

2
1
Bー

[
1
]
（
8
)
K
、
捧
「
（
サ
ヽ
）
ク
」

5
.
1
5
.
1
6ー

[
1
*
]
（
5
)

、
授
「
（
サ
ッ
）
ク
」

2
1
Aー

[
1
*
]

（
2
)
、
定
「
（
サ
タ
）
メ
テ
」

20ー

[
1
*
]
（
20)
、
随
「
（
シ
タ
カ
）
フ
」

2
1
Aー

[
1
*
]
（
52)

、
示
「
（
シ
メ
）
ス
」

1
3
.
1
8
.
2
1
A
.
2
1
Aー

[
1
*
]
（
10)
、
退

「
（
シ
リ
）
ソ
ケ
」

1
.
1
3ー

[
1
*
]

（
17)
、
知
「
（
シ
）
ル
」

21

A
ー

[
1
*
]

（
15)
、
備
「
（
ソ
ナ
）
へ
」

15ー

[
1
]
（
2
4
)
K
、

資
「
（
タ
ス
）
ク
」

2
1
Bー

[
5
]

（
4
2
)
K
、
奉
「
（
タ
テ
マ
ツ
）
ラ
」

2
.
4
.
4
.
1
4
.
1
4
.
2
1
Aー

[
1
]
（
1
3
)
K
、
湛
「
（
夕
、
）
へ

テ」

2
1
Bー

[
1
]
（
9
)
K
、
立
「
（
夕
）
ツ
」

3
ー

[
1
]
（
32)

K
、
貴
「
（
タ
フ
）
ト
フ
」

2
1
Bー

[
2
]
（
1
4
)
K
、
給
「
（
タ
マ
）

フ」

2
.
2
.
4
.
1
3
.
1
8ー

[
1
]
（
1
9
)
K
、
垂
「
（
夕
）
レ
テ
」

4
ー

[
1
]
（
1
6
)
K
、
盛
「
（
ツ
）
ク
」

6
ー

[
1
]
（
6
1
)
K
、
盛

「
（
ッ
ク
）
シ
」

6
.
1
3
.
1
8
.
2
1
Aー

[
1
]
（
6
1
)
K
、
偲
「
（
ツ

タ
）
フ
」

1
.
8
.
2
0
.
2
1
Bー

[
1
]

（
1
0
)
K
、
慎
「
（
ツ
ヽ
）
シ

ム」

6
ー

[
5
]
（
5
6
)
K
、
勤
「
（
ッ
ト
）
ム
」

2
1
Aー

[
1
]
（
45)

K
、
積
「
（
ツ
）
ム
」

20ー

[
1
]
（
1
6
)
K
、
照
「
（
テ
ラ
）
ス
」

21

B
ー

[
1
*
]

（
12)
、
曜
「
（
テ
ラ
）
サ
ム
」

2
1
Bー

[
5
]
（
12)
、

説
「
（
卜
）
キ
」

2
1
Bー

[
1
*
]

（
13)
、
遂
「
（
卜
）
ケ
ム
」

2
1
B

ー

[
1
*
]
（
7
)
、
唱
「
（
ト
ナ
）
へ
」

1
3
.
1
8ー

[
1
*
]

（
18)
、

投
「
（
ナ
）
ク
」

2
1
Bー

[
1
]
（
1
0
)
K
、
成
「
（
ナ
）
シ
テ
」

1
.

2
.
2
.
5
.
1
6
.
1
6
.
1
9
.
2
1
Bー

x
(
2
)
K
、
抜
「
（
ヌ
）
キ
」

2
1
Bー

[
1
*
]
（
21)
、
抽
「
（
ヌ
）
キ
」

2
1
Bー

[
5
]

（
21)
、

除
「

(
J
ソ
）
キ
」

2
.
2
0ー

[
1
]
（
1
9
)
K
、
始
「
（
ハ
シ
）
メ
」

8
ー

[
1
]
（
45)
、
離
「
（
ハ
ナ
）
シ
」

18ー

[
1
*
]
（
13)
、
放

「
（
ハ
ナ
）
ツ
」

5
.
1
6
.
1
9
.
2
1
Aー

[
1
*
]

（
11)
、
彿
「
（
ハ

ラ
）
フ
」

5
.
1
5
.
1
6
.
1
9ー

[
1
*
]
（
34)
、
開
「
（
ヒ
ラ
）
ク
」

5
.
1
6
.
1
9
.
2
1
Aー

[
1
*
]
（
38)
、
披
「
（
ヒ
ラ
）
キ
」

1
0
.
1
1

ー

[
2
*
]
（
38)
、
誇
「
（
ホ
コ
）
ラ
ム
」

15ー

[
1
*
]

（
21)
、

施
「
（
ホ
ト
コ
）
シ
」

5
.
1
6ー

[
1
*
]
（
26)
、
減
「
（
ホ
ロ
ホ
）

，
ス
」

2
ー

[
3
]
（
3
)
、
儲
「
（
マ
ウ
）
ケ
」

6
.
1
3
.
1
8ー

[
1
]

(
1
5
)
K
、
白
「
（
マ
ウ
）
シ
テ
」

8
.
2
0ー

[
2
]

（
3
2
)
K
、
言
「

（
マ
ウ
）
サ
ク
」

20ー

[
4
]
（
「
マ
ウ
ス
」

3
2
)
K
、
任
「
（
マ
カ
）
．

セ」

4
.
1
0
.
1
1ー

[
1
]
（
9
)
、
學
「
（
マ
ナ
）
ヒ
」

1
.
2
1
Bー

[
1
]
（
2
0
)
K
、
招
「
（
マ
ネ
）
ク
」

5
ー

[
3
]

（
5
)
K
、
満
「

（
ミ
タ
）
シ
」

5
.
1
5
.
1
9ー

[
1
]
（
「
ミ
ツ
」

4
1
)
K
、
満
「
（
ミ
）

-8-



ツ
」
1
4ー

[
1
]
（
4
1
)
K
、
求
「
（
モ
ト
）
メ
ン
」
2
1
B
|
[
1
*
]

(26)
、
焼
「
（
ヤ
）
ク
」
2
1
Aー

[
1
]
（
1
8
)
K
、
依
「
（
ヨ
）
ル
」

2
.
1
0
.
1
1
_
[
1
]
（
71)
、
喜
「
（
ヨ
ロ
コ
）
フ
」
2
1
Aー

[
4
*
]

(45)
、
渡
「
（
ワ
タ
）
ル
」
2
1
B
l
[
2
*
]
（
33)
、
煩
「
（
ワ
ッ

ラ
）
ヒ
」
2ー

[
1
*
]
（
1
8
)
、
趣
「
（
ヲ
モ
フ
）
キ
」
2ー

[
1
]

(
1
6
)
K
、

（
形
容
詞
の
類
）

卑
「
（
イ
ヤ
）
シ
」
1
0
|
[
6
*
]
（
4
7
)
、
多
「
（
オ
ホ
）
シ
」
1
3
.

18
ぶ
3
A
,
l
[
l
]
（
2
0
)
K
、
難
「
（
カ
タ
）
キ
」
4
.
2
1
A
.
2
1
A

.
2
1
A
.
2
1
A
.
2
1
Aー

[
l
*
]
（
4
1
)
、
高
「
（
タ
カ
）
ク
シ
テ
」

2
1
Bー

[
l
]
（
3
)
K
、
元
「
（
ナ
）
シ
」
1
3
.
1
8
.
2
1
B
.
2
1
B
.

2
1
Bー

[
4
]
（
1
6
)
K
、
廣
「
（
ヒ
ロ
）
ク
シ
テ
」
2
1
Bー

[
1
*
]

(22)
、
空
「
（
ム
ナ
シ
）
カ
ラ
ン
ヤ
」
1ー

[
1
]
（
2
4
)
K
、
易
「

（
ヤ
ス
）
シ
」
2
|
[
1
]
（
6
2
)
K
、

（

形

容

動

詞

の

類

）

．

大
「
（
オ
ホ
キ
）
ナ
ル
」
2
1
Aー

[
1
]
（
7
7
)
K
、
閑
「
（
シ
ッ
カ
）

ナ
ラ
」
6
.
1
3
|
[
2
*
]
（
「
シ
ッ
カ
ニ
」

52)
、

（
副
詞
・
接
続
詞
の
類
）

媛
「
（
ア
）
二
」
5
ー
[
1
*
]
（
4
)
、
敢
「
（
ア
ヘ
）
テ
」
2
0
ー
[

1
*
]
（
1
5
)
、
柳
「
（
イ
サ
ヽ
カ
）
二
」
2
1
Aー

[
1
*
]
（
3
)
、

況
「
（
イ
ハ
ム
）
ヤ
」
2
1
B
_
[
1
*
]
（
3
)
、
同
「
（
オ
ナ
シ
）
ク
」

2
1
B
.
2
1
Bー

[
1
]
（
7
)
K
、
自
「
（
オ
ノ
ッ
カ
）
ラ
」
1
4
.
2
1
B

ー

[
1
*
]
（
8
)
、
凡
「
（
オ
ホ
ヨ
）
ソ
」
1
3
.
1
8
.
2
1
Bー

[
1
]

(
1
)
K
、
添
「
（
カ
タ
シ
ケ
ナ
）
ク
」
9ー

[
1
*
]
（
9
)
、
愛
「

（
コ
、
）
二
」
1
.
6
.
1
3
.
1
8ー

[
1
*
]
（

28)
、
悉
「
（
コ
ト
コ

ト
）
ク
」
1ー

[
1
*
]
（
2
4
)
、
殊
「
（
コ
ト
）
二
」
8
.
2
1
A
.
2
1

A
.
2
1
B
.
2
1
Bー

[
2
*
]
（
1
1
)
、
是
以
「
（
コ
、
）
ヲ
モ
（
テ
）
」

5
、
依
之
「
（
コ
レ
）
二
（
ヨ
テ
)
]
6
.
8
、
更
「
（
サ
ラ
）
二
」
6

•
1
3
.
1
8
_
[
1
*
]
（
3
)
、
頻
「
（
シ
キ
リ
）
二
」
6
.
1
3
.
1
8

ー

[
1
*
]
（
8
)
、
然
「
（
シ
カ
）
ル
ニ
」
4ー

[
3
*
]
（
「
シ
カ
リ
」

6
)
、
而
「
（
シ
カ
ル
）
二
」
8ー

[
1
*
]
（
6
)
、
然
則
「
（
シ
カ
）

レ
ハ
（
ス
ナ
ハ
）
チ
」
2
0
、
既
「
（
ス
テ
）
二
」
2
.
4
.
2
0
.
2
1
A
_

[
1
*
]
（
4
)
、
已
「
（
ス
テ
）
二
」
1
.
1
3
.
1
8ー

[
2
*
]
（
4
)

、
速
「
（
ス
ミ
ヤ
カ
）
二
」
1
.
2
.
5
.
9
.
1
5
.
1
6
.
1
6
.
1
9
.
2
0

ー

[
1
*
]
（
4
7
)
、
夫
「
（
ソ
）
レ
」
6
.
1
3
.
1
8ー

[
1
*
]
（
8
)

K
、
夫
以
「
（
ソ
レ
オ
モ
ヒ
ミ
）
レ
ハ
」
5
.
1
6
.
1
9
.
2
0
、
忽
「
（
タ

チ
マ
チ
）
二
」
2
.
5
.
1
6
.
1
9ー

[
1
]
（
2
1
)
K
、
常
「
（
ツ
ネ
）

二
」
2
1
Aー

[
1
]
（
1
2
)
K
、
具
「
（
ッ
フ
サ
）
二
」
2
1
Aー

[
1
]

(
5
)
K
、
鎮
「
（
ト
コ
シ
ナ
）
へ
二
」
2
1
Aー

[
1
]
（
7
)
、
就
中

「
（
ナ
カ
ン
ツ
ク
）
二
」
6
|
[
1
]
（
1
)
K
、
永
「
（
ナ
カ
ク
）
1
3

ー

[
1
]
（
1
8
)
K
、
井
「
（
ナ
ラ
）
ヒ
ニ
」
9ー

[
1
1
]
（
「
ナ
ラ
フ
」

2
7
)
K
、
尚
「
（
ナ
）
ヲ
」
2
1
A
.
2
1
B
.
2
1
Bー

[
1
]
（
1
1
)
K
、

願
「
（
ネ
カ
ハ
ク
）
ハ
」
9ー

[
1
]
（
「
ネ
カ
フ
」
3
8
)
K
、
早
「
（

ハ
ヤ
）
ク
」
9ー

[
1
*
]
（
9
)
、
遥
「
（
ハ
ル
カ
）
二
」
6ー

[
1

*
]
（

39)
、
久
「
（
ヒ
サ
シ
）
ク
」
1
3
.
1
8ー

[
1
*
]
（

23)
、
偏

「
（
ヒ
ト
ヘ
）
二
」
6ー

[
1
]
（
1
)
、
誠
「
（
マ
コ
ト
）
二
」
5
.

ー 9ー



1
6
.
1
8
ー

[
2
]
（
5
4
)
K
、
方
「
（
マ
サ
）
二
」

13

•
1
8ー

[
1
]
（
1
6
)
K、
将
「
（
マ
サ
）
二
」
2
0ー

[
2
]
（1
6
)
K、

皆
「
（
ミ
）
ナ
」

13
ー

[
1
]
（
1
3
)
K
、
若
「
（
モ
）
シ
」

6
.
1
3
.

18
ー

[
1
*
]
（
5
)
、
漸
「
（
ヤ
ウ
ヤ
）
ク
」

6
.
1
3
.
1
8
ー

[
1
]

(
9
)
K
、
故
「
（
ユ
ヱ
）
二
」

14
ー

[
1
]

（
4
)
、
所
以
「
（
ユ
）

へ
二
」

5
.
1
6
.
1
9
.
2
1
A
ー

[
1
]
（
1
)
K
、
能
「
（
ヨ
）
ク
」

21

B
ー

[
1
]

（

2
)

（

助

辞

の

類

）

．

如
「
（
コ
ト
）
ク
」

3
ー

[
1
*
]
（
11)
、
令
「
（
シ
）
メ
」

4
.
2
1

A
—

[
1
*
]
（8
)
、
不
「
（
サ
）
ラ
ム
」
5
.
1
6
.
1
9
ー

[
2
*
]

(
3
)
、
可
「
（
へ
）
キ
」

2
1
A
.
2
1
A
.
2
1
A
.
2
1
A
ー

[
1
*
]
（

ll)
、
自
「
（
ヨ
）
リ
」
ー

[46]

（
71)
、

以
上
の
調
査
を
踏
ま
え
て
、
同
一
語
で
も
異
漢
字
表
記
は
そ
れ
ぞ
れ
を

ー
と
し
て
数
え
、
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
の
掲
出
順
位
に
注
目
し
て
、
集
計

す
る
と
左
の
如
く
な
る
。

【
完
全
附
訓
漢
字
】

0
第
一
・
ニ
位
ー
四
九
例
（
六
八
・
一
％
）
、
第
三
位
以
下
で
合
点
付
ー

三
例
（
四
・
ニ
％
）
、
そ
の
他
ー
ニ

0
例
（
二
七
・
八
％
）

【
部
分
附
訓
漢
字
】

0
第
一
・
ニ
位
—
一
三
三
例
（
八
三
・
六
％
）
、
第
三
位
以
下
で
合
点
付

ー
八
例
（
五

・
O
％
）
、
そ
の
他
ー
一
八
例
（
一
ー
・
三
％
）

こ
の
よ
う
に
、
部
分
附
訓
漢
字
の
方
で
は
、
一
・
ニ
位
又
合
点
の
付
せ

カ

ケ

マ

ス

ノ

エ

イ

ヲ

影
照
佛
前
、
忽
増
有
為
栄
福

(14)

ッ

ニ

ラ

ケ

シ

ノ

ヲ

0
光
満
堂
中
、
自
消
無
明
業
障

ク

ニ

ー

ー

ル

ヲ

國
更
恐
禍
悪

(
6
)

ヨ

ク

テ

キ

ニ

0
世
漸
及
溌
季
、

イ
ノ
IJ

ヲ

カ

レ

イ

ニ

祈
福
壽
於
西
母
長
生
之
瑕
齢

(
5
)

テ

ヲ

ニ

〇
荘
礼
莫
於
北
辰
曜
宿
之
蜜
[
密
]
壇
ヽ

ら
れ
て
い
る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
、
完
全
附
訓
漢
字
は
、
比
較
的
そ
の

割

合

の

低

い

こ

と

が

窺

わ

れ

る

の

で

あ

る

。

＇

し
か
し
な
が
ら
、
完
全
附
訓
漢
字
の
中
に
も
、
一
・
ニ
位
に
掲
出
さ
れ

る
、
所
謂
日
常
常
用
漢
字
と
思
わ
れ
る
も
の
も
相
当
数
含
ま
れ
て
い
る
事

実
も
見
逃
せ
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
別
の
附
訓
理
由
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
書
写
上
の
問
題
を
絡
め
て
も
（
注
10)
、
そ
の
一
々
に
つ
い
て
、

す
べ
て
説
明
付
け
が
可
能
で
は
な
い
し
、
と
か
く
恣
意
的
な
解
釈
に
陥
る

危
険
性
を
卒
ん
で
い
る
。
た
だ
、
今
回
の
表
白
文
の
加
点
資
料
を
通
覧
し

て
、
対
句
の
読
始
め
と
読
終
わ
り
に
全
訓
ル
ビ
の
多
い
こ
と
に
気
付
い
た

こ
と
は
記
し
留
め
て
お
き
た
い
。
。
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ヒ
ト
ヒ
ト
シ
リ
ソ
ケ
ン

云
南
云
北
却
元
量
之
災
変

(18)

完
全
附
訓
漢
字
の
「
世
（
ヨ
）
」
・
「
國
（
ク
ニ
）
」
・
「
祈
（
イ
ノ
ル
）

」
・
「
消
（
ケ
シ
）
」
・
「
影
（
カ
ケ
）
」
・
「
増
（
マ
ス
）
」
・
「
招

（
マ
ネ
キ
）
」
・
「
却
（
シ
リ
ソ
カ
ン
）
」
等
は
、
い
ず
れ
も
色
葉
字
類

抄
の
掲
出
順
位
第
一
・
ニ
位
の
も
の
で
あ
っ
て
、
最
も
定
訓
的
で
あ
る
と

判
ぜ
ら
れ
る
。
し
か
る
に
、
か
よ
う
に
完
全
附
訓
を
施
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
は
、
句
の
読
始
め
•
読
終
わ
り
の
箇
所
で
あ
る
。

峰
岸
明
博
士
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
表
白
文
に
は
、
段
落
ご
と
の
改
行

や
字
下
げ
な
ど
の
工
夫
を
し
て
「
朗
唱
の
容
易
化
」
を
意
図
す
る
傾
向
を

指
摘
さ
れ
る
が
（
注
11)
、
か
よ
う
の
完
全
附
訓
例
も
そ
の
線
上
で
解
釈

で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
3
)
対
句
の
訓
法

小
林
芳
規
博
士
は
、
対
句
の
訓
法
に
も
変
遷
が
認
め
ら
れ
、
又
、
対
句

の
構
造
に
よ
っ
て
も
、
訓
法
に
異
な
り
の
生
ず
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
（
注

12)
。

本
経
蔵
の
表
白
文
も
平
安
時
代
以
来
の
伝
統
に
則
っ
て
対
句
表
現
を
駆

使
し
て
の
絣
償
文
で
記
さ
れ
て
お
り
、
作
文
の
核
と
な
る
対
句
表
現
の
訓

法
は
考
察
の
重
要
な
視
点
と
な
る
。

こ
こ
で
は
、
訓
点
に
よ
っ
て
上
句
の
訓
法
の
判
る
も
の
を
対
象
と
し
て

マ
ネ
キ
ノ
ヲ

0
自
束
自
西
招
万
年
之
福
祐
、

整
理
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
尚
、
次
の
よ
う
な
中
止
形
式
か
終
止
形
式

か
判
然
と
し
な
い
も
の
は
除
外
し
て
あ
る
。

＾
ス
カ
ヲ
ハ
ス
コ
ト

〇
薄
命
不
聞
名
、
重
垢
不
能
入

(
8
)

本
経
蔵
の
表
白
文
の
対
句
の
訓
法
は
、
大
部
分
、
当
代
一
般
の
訓
法
を

反
映
し
て
上
句
を
中
止
形
式
で
訓
む
。

ニ

シ

ニ

ス

〇
宿
ー
因
内
薫
、
良
ー
緑
外
熟
（

1
．
緊
句
）

ハ

ケ

ノ

ヲ

ニ

フ

ヲ

0
大
法
師
某
、
初
受
十
八
契
印
、
次
傭
両
部
行
法(
8
•長
句
）

右
の
よ
う
に
、
単
句
対
（
緊
句
•
長
句
）
も
、
隔
句
対
も
、
と
も
に
上
句

を
中
止
形
式
で
訓
じ
て
い
る
（
鎌
倉
初
期
写
1
1
0
箇
所
、
中
期
写
ー
11
箇

所
、
後
期
写
ー
26
箇
所
、
を
確
認
）
。

こ
の
他
、
上
句
に
接
続
助
詞
「
テ
」
を
添
え
る
も
の
も
認
め
ら
れ
る
（

テ

ノ

ヲ

シ

ノ

ヲ

フ

蒙
三
世
如
来
教
勅
利
益
五
濁
衆
生
給

（
13
．
密
隔
句
）

シ

テ

ノ

ヲ

0
現
十
九
慕
悪
相
貌

シ

ノ

ヲ

降
伏
四
魔
悪
群
、

降

伏

（

6
．
密
隔
句
）

〇
怨
念
茸
鵬
マ
＾
皿
威
怒
乙
火
叫
如
患
‘
鬼
神
悶
バ
奥
嵩
智
恵
之
広
町

ー11—



ナ

リ

カ

テ

ヲ

ス

ト

金
剛
サ
タ
大
欲
狩
等
覚
以
下
為
脊
属

(
2
1
B
．
密
隔
句
）

こ
れ
ら
の
終
止
形
式
の
残
存
す
る
理
由
は
、
現
段
階
で
は
未
詳
と
せ
ざ
る

を
得
な
い
が
注
目
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ナ
リ

0
大
日
如
来
大
楽

ヲ

ス

化
妙
覚
以
上
為
伴
侶

ニ
リ
ヨ
ト
コ
ロ

帰
仰
有
捩

テ

ヲ

ス

ヲ

轄
厄
怪
成
慶
福

二
"
'

〇
礼
供
有
憑

メ

テ

ヲ

ッ

ク

ニ

改
死
籍
付
生
籍

イ

ノ

リ

ヲ

カ

レ

イ

ニ

祈
福
壽
於
西
母
長
生
之
渥
齢

(
5
•長
句
）

但
し
、
隔
句
対
に
つ
い
て
は
、
ま
ま
終
止
形
式
に
す
る
も
の
が
認
め
ら

れ
る
（
鎌
倉
初
期
写
1
2
例
、
中
期
写
ー
0
例
、
後
期
写
ー

6
例
、
を
確

認
）
。

（
5
.
軽
隔
句
）

テ

ヲ

ニ

〇
荘
礼
莫
於
北
辰
曜
宿
之
蜜
[
密
]
壇
ヽ

ク

ニ

ニ

ル

ヲ

図
更
恐
禍
悪

(
6
•
長
句
）

ヨ

ク

テ

キ

―

―

0
世
漸
及
撓
季
、

鎌
倉
初
期
写
1
2
箇
所
、
中
期
写
ー

0
箇
所
、
後
期
写
ー
4
箇
所
、
を
確

認
）
。

(
4
)
表
現
内
容
・
文
体
の
相
違
に
基
づ
く
訓
法
の
差
異
と
表
白
文
の

訓
法
と
の
関
係

本
邦
に
お
け
る
漢
文
訓
読
に
お
い
て
、
平
安
時
代
中
期
か
ら
鎌
倉
時
代

に
、
儒
者
に
よ
る
漢
籍
の
訓
読
と
、
僧
侶
に
よ
る
仏
書
の
訓
読
と
の
間
、

更
に
は
和
化
漢
文
の
訓
読
と
の
間
に
、
助
字
の
訓
法
を
中
心
と
し
て
、
訓

法
に
種
々
の
対
立
点
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
注
13)
。

鎌
倉
時
代
の
表
白
文
は
、
対
句
表
現
を
基
調
と
す
る
漢
文
学
と
し
て
の

要
素
と
、
法
会
に
お
い
て
宣
読
さ
れ
る
と
い
う
仏
教
的
色
彩
と
を
兼
ね
備

え
、
更
に
和
化
漢
文
的
要
素
を
も
含
む
も
の
で
あ
っ
て
（
注
14)
、
か
か

る
文
章
ジ
ャ
ン
ル
の
訓
法
と
先
の
訓
法
の
対
立
と
の
関
係
は
如
何
で
あ
る

か
と
い
う
問
題
は
、
極
め
て
興
味
深
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

残
念
な
が
ら
、
こ
の
稿
で
対
象
と
し
た
表
白
文
に
は
、
従
来
、
訓
法
の

対
立
が
あ
る
と
さ
れ
た
指
標
と
な
る
助
字
に
対
す
る
加
点
例
が
寡
少
で
あ

っ
て
、
明
確
な
こ
と
が
言
い
得
な
い
。
従
っ
て
、
更
な
る
調
査
を
侯
っ
て

今
後
に
期
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
け
れ
ど
も
、
以
下
に
、
わ
ず
か
に
調
べ
得

た
点
に
つ
い
て
記
す
こ
と
と
す
る
。

①
「
悉
」
・
「
盛
」

ク

ス

ヲ

ワ

ク

ク

ッ

キ

〇
惑
ー
塵
悉
盤

(
1
)
、
八
部
元
量
天
龍
盛
致
奉
事

(
6
)

漢
籍
で
は
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
ニ
」
と
読
ま
れ
、
仏
書
・
和
化
漢
文
で
は
、

「
コ
ト
ゴ
ト
ク
」
と
読
む
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

②
「
不
能
」
（
読
み
添
え
）

ー 12―



ハ

ス

コ

ト

0
重
垢
不
能
入

(
8
)

漢
籍
で
は
「
コ
ト
」
を
読
み
添
え
て
「
コ
ド
ア
タ
ハ
ズ
」
と
読
ま
れ
、

和
化
漢
文
で
は
「
二
」
を
読
み
添
え
て
「
ニ
ア
タ
ハ
ズ
」
と
読
ま
れ
る
と

さ
れ
る
。

③
「
也
」

ヘ

キ

ル

＾

ナ

リ

ナ

レ

0
可
祈
者
佛
界
也

(13)
、
皆
是
大
悲
利
生
標
織
也

(13)

漢
籍
で
は
不
読
に
さ
れ
、
和
化
漢
文
で
は
「
ナ
リ
」
と
読
ま
れ
る
と
さ

れ
る
。
な
お
仏
書
は
多
く
漢
籍
と
同
様
不
読
で
あ
る
が
、
教
行
信
証
古
点

で
は
「
ナ
リ
」
と
読
む
と
の
こ
と
で
あ
る
。

④
「
況
」
（
呼
応
）

ヤ

ノ

ウ

ナ

サ

ケ

ヤ

ヤ

ノ

ル

ヲ

ヤ

〇
況
人
倫
有
情
哉
況
僧
徒
有
慈
哉

(21)

漢
籍
で
は
「
ヲ
ヤ
」
で
呼
応
す
る
か
「
ム
ヤ
」
で
呼
応
す
る
の
に
対
し

て
、
和
化
漢
文
で
は
呼
応
語
が
な
い
と
さ
れ
る
。
な
お
仏
書
は
原
則
と
し

て
漢
籍
と
同
様
で
あ
る
が
、
稀
に
呼
応
語
の
無
い
場
合
が
あ
る
。

⑤
「
而
」
（
文
頭
）

ニ

イ

マ

ハ

ケ

ノ

ヲ

ニ

フ

ヲ

〇
而
今
大
法
師
某
、
初
受
十
八
契
印
、
次
偲
両
部
行
法

(
8
)

漢
籍
で
は
「
シ
カ
ウ
シ
テ
」
と
順
接
に
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
の
に
対

し
て
、
和
化
漢
文
で
は
「
シ
カ
ル
ニ
」
「
シ
カ
ル
ヲ
」
な
ど
と
逆
接
に
読

ま
れ
る
と
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
仏
書
で
は
「
シ
カ
モ
」
と

(
4
)
 

(
3
)
 

(
2
)
 

注(
1
)
 

以
上
、
聯
か
疎
略
な
叙
述
に
走
っ
た
嫌
い
は
あ
る
が
、
高
山
寺
経
蔵
に

伝
存
す
る
鎌
倉
時
代
書
写
の
表
白
文
の
加
点
資
料
に
基
づ
い
て
、
訓
点
の

性
格
に
つ
い
て
考
察
を
す
す
め
て
き
た
。
か
か
る
研
究
は
、
ま
だ
緒
に
つ

い
た
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
今
後
、
他
の
文
庫
・
寺
院
よ
り
発
掘
し
た
表
白

文
の
加
点
資
料
を
も
含
め
て
、
又
、
更
に
別
の
有
効
な
視
点
を
も
盛
り
込

み
な
が
ら
、
綜
合
的
に
考
え
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

築
島
裕
「
高
山
寺
本
表
白
集
の
研
究
」
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第

二
冊
『
高
山
寺
古
往
来
表
白
集
』
所
収
、
昭5
2
•東
京
大
学

出
版
会
）

山
本
真
吾
「
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
の
文
体
」

（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
九
、
昭
6
1
.
5
)

同
「
高
山
寺
経
蔵
に
伝
存
す
る
鎌
倉
時
代
書
写
の
表
白
文
の
文

体
に
つ
い
て
」
（
『
国
文
学
孜
』
―
二
三
、
平
成
元
．

9
）

山
本
秀
人
「
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
清
原
教
隆
点
の
訓
法
に
つ
い

て
ー
助
字
の
訓
法
を
中
心
に
ー
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
一

四
、
平
成
3
.
1
0
)

峰
岸
明
「
表
白
の
文
章
様
式
に
つ
い
て
」

（
高
山
寺
資
料
叢
書

-13― 
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。



別
巻
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
所
収
、
昭
5
5
•東
京
大
学

出
版
会
）

金
水
敏
『
高
山
寺
古
典
籍
纂
集
』
第
四
部
祭
文
・
表
白
・
願
文

三
解
題
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
一
七
冊
所
収
、
平
成
元
・
東
京

大
学
出
版
会
）
．

注

(
4
)
．

（

5
)
文
献

注

(
5
)
文
献

仁
和
寺
調
査
、
平
成
元
年
八
月
三
十
日
原
本
実
見
。

注

(
4
)
文
献

山
口
佳
紀
「
片
仮
名
交
り
文
振
り
仮
名
小
見
ー
仁
真
筆
本
『
真

聞
集
』
の
場
合
ー
」
（
昭
和
六
十
三
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜

合
調
査
団
「
研
究
報
告
論
集
」
平
成
元
・

3
)

注

(
4
)
文
献

小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的

研
究
』
（
昭
4
2
•東
京
大
学
出
版
会
）

注

(12)
文
献

山
本
真
吾
「
平
安
時
代
に
於
け
る
表
白
文
の
文
体
的
性
格
ー

和
化
漢
文
的
要
素
に
注
目
し
て
ー
」
（
『
国
文
学
孜
』
―
―
五

昭
6
2
.
9
)

〔
附
記
〕

御
尊
蔵
の
文
献
の
閲
覧
調
査
を
お
許
し
頂
き
、
貴
重
な
御
教
示
を
賜
っ

た
高
山
寺
御
当
局
並
び
に
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
の
諸
先
生
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
0

[
本
学
教
員
]

＾^ 14 13 、一 、ーノ ＾^ 12 11 、一、_,, ＾^＾^  ^10 9 8 7 6 
、一、../...__, ...__,、一

(
5
)
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